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3
月
ハ
日
か
ら
初
日
の
叩
日
間
を
会
期
と
し
て
説
会
が
開
催
さ
れ
、

町
の
執
行
方
針
を
始
的
、
教
育
行
政
執
行
方
針
や

一
般
質
問
、
昭
和

臼
年
度
予
算
の
最
終
補
正
、
昭
和
印
年
度
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正

や
制
定
、
陳
情
に
つ
い
て
審
識
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
町
の
執
行
方
針
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
、
町
民
生
活
の
向
上
と
自
治
振
興
の
発
展
を
目
標
に
、
町
民

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
責
務
を
痛
感
し
な
が
ら
町
政
を
執
行
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

八
十
年
代
の
中
盤
を
迎
え
た
今
日
、
生
活
意
識
の
変
化
、
多
様
化
、

複
雑
化
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

地
方
自
治
の
充
実
と
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
は
要
求
度
が

強
く
時
代
の
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
行
政
に
対
す
る
期
待
に
応
え
て
い
く
た
め

に
は
現
状
を
把
握
し
、
変
化
の
方
向
を
的
確
に
『
分
析
、
併
せ
て
行
財

政
の
簡
素
効
率
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
最
も
必
要
な
課
題
と
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
体
的
六
十
年
度
歳
入
成

山
見
込
み
を
計
算
し
た
地
方
財
政
計

画
で
は
、
前
年
度
対
比
四
・
六
%
の

仰
率
と
な
り
、
超
緊
縮
型
だ
っ
た
五

十
九
年
度
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
が

公
依
授
の
負
担
増
に
よ
り
地
方
財
政

的
硬
直
化
が
さ
ら
に
進
む
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
.
同
計
画
策
定

的
焦
点
と
な
り
ま
し
た
回
路
側
助
金

削
減
に
よ
る
地
方
負
但
助
は
、
地
方

交
付
税
刷
傾
と
地
方
償

m発
で
穴
埋

め
し
て
お
り
ま
す
。

負
制
一同
引
の
大
半
は
地
方
債
、

つ
ま

り
住
民
的
負
他
と
な
る
伯
金
に
よ

っ

て
ま
か
な
え
と
い
う
厳
し
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

• • 

い
て
は
、
本
年
皮
肉
転
作
等
白
偲

m

M
m
A
び
限
度
数
は
は
、
川
年
十
二
川

二
十
七
日
輸
山
立
山
け
よ
り
配
分
を
長

け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

似
作
句
日
限
山
桁
は
前
年
よ
り
ニ

イ
附
M
減
町
一
千
九
十
二

M
、
限
度

数日出

一
千
五
百
八
依
崎
町
十
三
万
五

宵
依
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
転
作
等
の
目
標
而
帥
柏
町
中
に

他
附
途
利
用
米
の
面
相
百
十
回
出
、

八
千
四
百
九
十
五
依
が
含
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
配
分
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

什
ヱ
転
作
刷
肌
引
を
控
除
し
、
残
り
の

川
町
に

つ
い
て

一
律
配
分
を
す
る
も

の
で
す
。

他
川
注
利
川
山
本
の
配
分
に
つ
い
て

は
、
水
山
耕
作
而
附
に
対
し
て

一
作

配
分
、
限
度
数
誌
の
配
分
は
、
生
産

者
側
々
の
け
品
構
反
収
を
も
と
に
水
田

耕
作
而
和
に
応
じ
て
配
分
い
た
し
ま

大雪にみまわれた今年の

今金「排雪作業風景から」

こ
う
し
た
地
方
財
政
の
現
状
を
正

し
く
認
識
し
、
健
全
財
政
を
維
持
し

て
地
域
産
業
向
振
興
、
社
会
初
祉
の

充
実
と
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
、
教

育
、
文
化
、
ス
ポ
ツ

の
振
興
等
を

基
本
と
し
た
町
経
済
の
活
性
化
を
は

か
る
た
め
、
備
舵
資
産
組
合
同
制
立
金

六
千
五
百
万
円
を
取
り
く
ず
し
て
編

成
、
町
民
相
祉
の
向
上
、
活
力
に
満

ち
た
ま
ち
づ
く
り
に
最
大
限
の
努
力

を
し
て
お
り
ま
す
。

〔
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昨
年
は
、
春
先
の
融
古
遅
れ
や
銭

す。
土
地
改
良
事
蝶
に
つ
い
て
は
‘
農

業
法
椴
即
時
川
山
川
本
指
の
惟
進
、
転
作
山

対
策
と
し
て
釧
水
事
業
の
災
地
、
続

日
州
民
地
的
制
大
の
た
め
の
燥
地
開
発
、

県
道
路
仙
市
議
を
け
描
本
と
し
て
年
次

計
闘
に
基
づ
き
施
工
し
て
お
り
ま
す
。

国
営
北
槍
山
右
岸
か
ん
ば
い
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
九
億
円
の
事

業
刊
で
神
丘
頭
首
工
の
護
岸
工
、
神

丘
幹
線
用
排
水
路
、
鈴
岡
扮
水
機
場

工
事
等
が
実
施
計
四
と
な

っ
て
お
り

ま
す
。国
営
今
金
東
部
地
区
農
地
開
発
事

業
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
事
業
費
二

億
五
千
万
円
山
州
三
十
八

・
三
回、

支
線
山
道
千

m
等
の
剖
固
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

道
営
事
業
に
つ
い
て
は
、

継
続
災

施
中
の
鈴
金
地
区
民
免
政
道
舗
装
五

百
七
十

m
、
第
二
白
石
地
区
基
幹
路

道
舗
装
二
百
ニ
十

m
、
花
石
地
区
開

拓
地
道
路
改
良
六
百
七
十

m
及
び
舗

装
六
百
円
金
又
地
区
過
疎
基
幹
政

道
四
百
八
十

m
、
更
に
は
、
神
丘
地

区
畑
地
借
総
合
土
地
改
良
、
白
石
地

区
土
地
改
良
総
合
盤
側
、
八
東
地
区

ほ
場
務
側
、
凹
代
、
金
原
地
区
内
同地

開
発
本
業
等
も
年
次
計
剛
に
基
づ
き

務
制
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま

す。
特
に
、
昭
和
五
十
八
年
度
よ
り
施

工
し
て
お
り
ま
す
日
進
第
二
地
区
間

常
低
川
国
で
連
続
す
る
冷
笹
が
心
配
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
五

月
下
旬
以
降
の
好
天
に
忠
ま
れ
基
幹

作
自
の
水
稲
は
、
作
況
指
数
百
十
四

と
近
年
第
二
番
目
の
笠
作
と
な
り
ま

し
た
.
畑
作
物
に
つ
い
て
も

一
部
干
ば
つ

の
影
響
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
全

般
的
に
平
年
作
以
上
の
作
柄
と
な
り

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
咋
今
町
内
融
業
を
め

ぐ
る
諸
情
勢
は
、
良
部
産
物
の
価
格

的
低
迷
や
生
産
資
材
の
出
騰
、
市
民
に

は
、
四
年
続
き
の
冷
告
の

ww轡
な
ど

か
ら
良
家
経
済
も
極
的
て
雌
し
い
情

勢
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
対
策
に
つ
い
て
は
、内
同
家

的
経
営
再
建
対
策
を
は
じ
め
土
地

基
盤
の
整
備
や
土
地
づ
く
り
の
推
進
、

更
に
は
、

J
M
由
民
基
本
技
術
の
普
及
徹

底
に
努
的
、
特
に
、
四
年
続
き
の
冷

答
申
、
設
備
投
資
な
ど
に
よ
り
負
償
が

探
献
し
‘
経
営
の
悪
化
し
て
い
る
州
民

家
に
つ
い
て
は
、
農
協
に
お
い
て
「
経

営
再
建
農
家
に
係
る
特
別
指
噂
要

領
」
を
定
的
専
任
職
只
を
配
世
し

て
指
噂
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

再
建
計
画
的
作
成
に
あ
た

っ
て、

借
入
金
の
償
還
が
ネ

Y
7
に
な

っ
て

お
り
ま
す
の
で
現
行
の
貸
付
期
聞
が

五
年
の
至
+
年
以
内
の
も
の
を
本
年

• • 
拓
地
飲
雑
用
水
施
設
は
、
本
年
度
配

水
包
布
設
工
事
を
も

っ
て
市中業
完
了

の
巡
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
@

多
年
要
望
の
あ
っ
た
川
町
巡
八
束

左
岸
線
円
強
制
は
、
初
回
地
区
山
村

基
幹
牒
迫
艶
倒
卒
業
と
し
て
新
規
保

択
、
本
年
度
実
施
測
泣
設
計
と
な

っ

て
お
り
ま
す
。

団
体
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
十
六
年
度
よ
り
継
続
内
金
原
地
区

内
肘
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
は
、
内
肱
業

集
落
泣
且
び
排
水
整
備
等
を
も
っ
て

本
年
度
完
了
と
な
り
ま
す
。

新
規
地
区
と
し
て
、
背
木
地
区
県

道
舗
装
務
備
事
業
が
採
択
さ
れ
本
年

度
よ
り
品
川
工
、
光
台
地
区
内国
免
出
辺

務
備
は
、
本
年
度
概
要
制士官
計
画
を

粂
施
す
き

E
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
.

林
業
緩
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

第
二
次
森
林
総
合枇比
例
計
画
を
策
定
、

計
画
的
に
事
業
の
推
進
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
民
有
林
育
成
卒
業
は

新
組
百
四
十
五
出
、
天
扶
林
改
良
百

四
十
五

M
、
下
刈
千
凶
百
二
4
二
回

除
問
伐
三
十
六
h
、
野
そ
駆
除
千
四

百
二
十
二
加
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
町
有
林
造
成
事
業
は
、

新
紬
十
回
、
下
刈
百

M
、
野
そ
駆
除

百
三
十

一
加
、
そ
の
他
輔
副
胞
や
作
業

路
町
補
修
等
に

つ
い
て
も
予
鈴
州
出

を
し
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
民
有
林
の
育
成
を
は
か
る

ょ
っ
、
最
大
限
二
十
年
以
内

(婦
置

期
間
五
年
以
内
)
の
長
期
資
金
に
条

件
を
緩
和
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

町
と
し
て
も
こ
の
長
期
資
金
の
伯

泣
利
子
三
%
の
利
子
補
給
を
三
ヵ
年

実
施
、
経
営
の
健
全
化
を
推
進
す
る

た
め
予
算
措
世
を
し
ま
し
た
.

農
紫
振
興
事
撲
に
つ
い
て
は
、
前

年
に
引
続
き
予
算
措
置
を
し
た
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
新
規
事
業
と
し
て
、

野
菜
の
定
着
化
を
は
か
る
た
め
、
野

菜
価
格
の
安
定
推
進
事
業
を
は
じ
め
、

土
づ
く
り
や
土
壌
改
良
の
た
め
の
石

喋
除
去
、
心
土
破
砕
、
緑
肥
鋤
込
事

業
、
克
に
は
、
乳
牛
の
資
質
改
良
や

銭
円
目
的
改
普
を
は
か
る
た
め
の
乳
牛

能
力
験
定
事
業
な
ど
に

つ
い
て
予
算

椛
出
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
.

特
に
、
今
後
の
牒
業
振
興
を
は
か

る
た
め
に
は
、
地
域
柴
田
組
織
の
育

成
が
重
要
と
考
え
、
地
域
農
政
推
進

活
動
を
通
じ
て
和
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

第
三
期
山
村
振
興
事
業
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
事
業
と
し
て
、
銘
石
加

工
、
木
工
加
工
、
わ
ら
加
工
を
主
体

と
し
た
地
戚
特
産
物
生
産
セ

ン
タ
ー

を
花
石
地
区
に
雄
政
、
地
域
内
活
性

化
と
股
林
家
の
余
剰
労
働
力
的
活
用

を
は
か
り
な
が
ら
、
将
来
町
一
村
一

ロ
川
町
目
玉
事
業
と
し
て
位
也
付
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
.

第
三
期
本
国
利
用
再
編
対
策
に
つ

( 2 ) 

た
め
、
不
在
村
者
が
所
有
す
る
森
林

山相
官
促
進
事
業
や
下
刈
、

野
そ
駆
除

卒
業
に
つ
い
て
も

一
部
助
成
附
訟
を

講
じ、

林
業
内
販
興
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
.

新
林
喋
構
造
改
善
事
業
に
つ
い
て

は

本
年
度
事
業
と
し
て
貰
生
産
利

用
組
合
が
実
施
す
る
し
い
た
け
生
産

施
設
と
航
空
写
真
整
備
事
業

(地
番

図
、
林
班
図
等
多
目
的
利
用
)
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

空
写
事
業
に
つ
い
て
は
、
千
円掛枠

内
配
分
か
ら
流
動
的
で
あ
り
ま
す
。

治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、

泣
が
東

地
す
る
金
阪
地
区
町
民
有
林
と
中
型

町
有
林
地
内
で
災
地
す
る
予
定
で
す
。

保
安
林
改
良
事
難
に
つ
い
て
は
、

中
川
串
町
有
林
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

林
道
事
搬
に
つ
い
て
は
、
奥
山叫
線

的
継
続
事
業
と
新
規
事
業
と
し
て
、

極
川
、
英
利
河
柏
輔
の
広
域
基
幹
林
道

開
設
事
業
が
道
の
過
疎
代
行
事
業
と

し
て
本
年
度
設
計
調
査
が
実
施
さ
れ

る
干
定
で
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨

年
は
盟
作
で
あ
っ
た
も
の
の
、
四
年

続
き
の
冷
災
害
に
よ
り
景
気
的
低
迷

が
も
た
ら
し
た
数
々
の
雌
し
い
問
題

が
あ
り
ま
し
た
.

小
説
桜
経
常
的
多
い
当
町
町
商
工

業
者
向
経
営
指
導
は
‘
商
工
会
的
辿

確
な
指
導
を
期
待
す
る
と
と
も
に
各

業
種
の
充
実
を
願
う
も
の
で
す
。

今、、

( 3 ) 
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社
会
福
祉
の
充
実
と

「
|
|
|
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

社
会
復
祉
に
つ
い
て
は
、
心
血
か

に
健
康
で
生
活
が
で
き
る
、
同
地
か
く
、

潤
い
の
あ
る
地
域
社
会
を
築
き
上
げ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
に
お
き
ま
し
で
も
高
齢
化
担

会
に
突
入
し
て
若
者
と
商
船
者
が
と

も
に
地
域
で
生
活
が
で
さ
る
こ
と
を

願
っ
て
福
祉
施
策
を
航
極
的
に
推
進

す
る
必
嬰
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

地
域
社
会
の
迎
怖
と
協
捌
は
、
住

民
自
治
的
拠
山
と
な
り
ま
す
の
で
、

住
民
的
参
加
を
促
し
、
輸
を
広
め
て

稲
制
活
動
を
進
め
る
民
間
団
体
的
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
社
会
編
制
地
設

や
行
政
機
関
な
ど
と
宥
機
的
な
迎
併

を
と
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

高
齢
化
社
会
的
中
に
あ

っ
て
紘
家

族
化
が
進
み
、
扶
養
意
識
の
変
化
や

高
齢
者
自
身
と
家
族
の
ニ

l
ズ
が
多

様
化
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
に
あ

っ
て
、

健
康
に
お
す
に
は
、
型
自
立
経
験
を

生
か
し
た
幅
広
い
活
動
苛
少
年
や

船
人
と
の
交
流
、
教
援
を
高
め
る
た

め
の
講
習
会
や
研
修
会
へ
の
参
加
、

ス
ポ

l
y
、
レ
ク
リ
ェ

l
ン
ョ
ン
に

よ
る
心
身
の
健
康
保
持
な
ど
、

自
身

が
活
動
を
展
開
し
て
ゆ
く
必
嬰
が
あ

り
ま
す
。

明
る
く

い
て
お
り
ま
す
。

同
じ
く
昨
年
九
月

一
日
に
協
議
会

に
つ
く
各
線
も
、
そ
れ
ぞ
れ
協
議
会

に
つ
く
可
く
準
備
を
検
討
中
で
あ
る

情
勢
の
中
か
ら
、
瀬
棚
線
と
し
て
も

そ
の
方
向
に
順
応
せ
さ
る
を
件
な
い

と
の
結
論
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
方
向
に
進
む
結
論
と
行
動
に

出
る
以
前
に
‘
各
町
の
瀬
棚
線
存
続

期
成
会
内
ご
理
解
と
結
論
を
得
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

更
に
重
要
な
占
は
、
各
町
議
会
の

ご
了
承
と
決
議
が
段
霊
安
で
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
の
内
、
各
町
侮
に
方
向

づ
け
が
な
さ
れ
た
段
階
で
総
会
等
を

附
似
し
、
そ
の
後
に
行
動
を
起
し
て

ゆ
く
こ
と
で
定
見
町

一
致
を
凡
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

消
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
住
民
的

生
命
と
財
産
を
守
る
見
地
か
ら
予
防

消
防
の
強
化
に
つ
と
め
、
予
防
査
察

の
実
施
等
、
本
来
的
使
命
達
成
の
た

め
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
推

進
委
只
会
、
安
全
協
会
並
び
に
指
導

委
只
会
の
ご
協
力
と
述
悦
を
誌
に
し

て
町
民
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
べ
く

旭
町
力
を
願

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

残
念
な
が
ら
事
故
の
絶
滅
を
則
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、

昨
年
、
本
町
に
お
け
る
事
故
何
数
二

十
三
件
、
前
年
か
ら
見
る
と
十
件
の

増
で
あ
り
ま
す
。
う
ち
死
者

一
件
の

ひ
と
り
詳
し
の
老
人
や
忠
た
き
り

で
介
護
を
嬰
す
る
方
々
に
対
す
る
在

宅
サ
ピ
ス
、
生
活
環
境
的
保
持
、

社
会
祈
祉
施
設
等
の
利
用
、

そ
の
他

必
要
に
応
じ
て
援
護
し
て
ま
い
り
ま

す。
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、
例
入
の

間
組
に
と
ど
ま
ら
ず
、

家
峡
や
社
会

全
体
的
問
題
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、

他
成
診
宏
、
他
市
川
教
訓
け
の
機
会
を
制

倒
的
に
判
川
.
他
山
肌
m
H
削
叫
万
法
や
知

減
を
叩円
刊
し
、
生
抗
す
る
こ
と
が
虫

ま
れ
ま
す
。

生
き
が
い
対
策
を
合
的
、
各
純
が

業
を
総
A
H
的
に
進
め
る
に
あ
た
り
.

民
生
協
力
委
員
の
按
助
を
符
て
独
居

老
人
の
笑
胞
を
い
た
し
ま
す
。

心
身
に
障
害
を
持
つ
人
口
は
、
社

会
椛
造
の
変
化
に
伴
い
、
災
害
に
よ

る
ギ
故
な
ど
疾
病
構
造
が
多
椴
化
し

て
お
り
ま
す
。

附
即
告
者
と
と
も
に
生
き
、
捗
む
暖

か
い
社
会
札
一
艇
を
つ
く
る
こ
と
で
あ

り
、
町
民
同
理
解
と
協
力
の
も
と
に

制
剖
出
動
が
、
よ
り

一
府
促
進
さ
れ

る
こ
と
を
則
制
す
る
も
何
で
す
。

A
a毛
附
b

心
者
に
対
す
る
訪
問
サ
ー

ビ
ス
他
市
川
相
談
、
家
族
へ
の
指
噂

や
研
修
、
医
師
に
よ
る
白
接
指
噂
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地
、
似
者
二
十
一
件
の
明
と
な

っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
安
全

対
筑
を
刊
逃
し
て
絶
滅
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
.

町
道
の
改
修
に
つ
い

τは
、
神
丘

七
号
制
が
新
胤
掠
択
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
継
続
実
施
中
の
盟
回
線
改
良

事
業
八
束
尚
台
線
改
良
事
業
に
つ

い
て
は
、

引
続
き
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。代
行
卒
業
で
推
進
し
て
お
り
ま
す

稲
松
改
良
事
業
つ
き
ま
し
て
も
引
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

制
裁
エ

F
に
つ
い
て
は
稲
徳
川
師

二
千
三
百

m
が
新
胤
掠
択
と
主
り
ま

し
た
。
継
続
耶
業
に
つ
い
て
は
、
神

E
六
線
線
、
向

Mm糾
の
予
判
判
的
訟
を

い
た
し
ま
し
た
~
。

古
柑
郎
事
業
に
つ
い
て
は
、
防
汽
棚

二
路
線
で
延
長
五
百
六
十

m
‘
除
雪

ダ
ン
プ
ト
ラ

Y
7
一ム
口
を
更
新
し
冬

期
間
に
お
け
る
住
民
的
足
の
倣
保
に

万
全
を
期
し
た
い
。

都
市
計
画
街
路
事
業
に
つ
い
て
は
、

回
代
似
は
的
年
完
了
し
ま
し
た
。
残

る
南
通
り
線
は
、
本
年
度
よ
り
活
工

の
述
び
と
な
り
ま
し
た
。

懸
楽
町
総
合
公
国
建
殺
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
よ
り
消
工
を
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
が
国
の
緊
紛
政
策
か
ら

六
十
一
年
度
活
工
に
向
け
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

大
規
模
多
目
的
ダ
ム
の
奨
利
河
ダ

生
前
開
境
町
保
持
、
地
殻
収
容
に
必

要
な
援
護
を
行
な
う
な
ど
諸
施
策
を

進
的
、
他
山
口
山
者
と
同
じ
よ
う
に
社
会

的
一
日
と
し
て
生
前
が
で
き
る
よ
う

対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
福
祉
と
母
子
家
庭
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
婦
人
の
労
働
力
が
家
庭

経
済
と
民
業
や
中
小
企
業
経
宮
内
支

え
と
な
る
一
方
、
社
会
参
加
の
地
大
、

母
子
家
庭
的
明
加
傾
向
の
中
で
、
次

の
世
代
を
位
、
つ
乳
幼
児
や
児
童
に
は

H
H

い
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ほ
千
家
雌
寺
町
生
前
を
安
定
さ
せ

る
た
め
、
各
組
町
制
肢
が
充
分
利
用

で
き
る
よ
う
問
知
し
、
ル
什
機
関
や
団

体
の
桁
仰
を
仰
て
此
大
限
に
前
川
し

て
ま
い

り
ま
す
.
ま
た
、
乳
幼
児
や

見
立
の
保
打
開
祖
遊
間
地
内
務
仰

を
行
な
い
、
相
叫
が
安
心
し
て
労
働
や

社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

へ
き
地
、
季
節
保
育
所
の
保
育
料

は
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
改
訂
を
見

送
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
今
年
度
か

ら
三
時
府
に
限
り
、
月
刊
削
十
四

・
二

%
の
上
げ
帽
に
よ
り
負
抑
制
う
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

負
制
一
階
川
区
分
に
つ
い
て
は
、
従

来
ど
う
ワ
と
い
た
し
ま
し
た
。

保
健
衛
生
に

つ
い
て
は
、
町
民
的

健
康
を
司
り
、
同
叩
巡
す
る
た
め
に
健

康
診
作
を
は
じ
め
と
し
て
、
健
康
教

育
、
健
康
相
談
事
業
内
実
施
を
し
て

ム
建
段
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
三

年
皮
肉
完
成
を
目
指
し
て
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
ぬ

体
法
舵
似
削
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
柱
、

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
に
お
い
て
、
保
健
医
療
協

議
会
を
設
出
し
‘
保
他
医
療
則
川
町
.

保
蝕
事
業
向
推
進
を
は
か
つ
て
ま
い

り
ま
す
。
更
に
は
、

只
を
各
部
落
、

地
区
保
他
推
進

町
内
会
的
推
進
役
と

し
て
活
動
を
お
願
い
し
、
本
年
度
か

ら
成
人
病
予
防
事
業
と
健
康
づ
く
り

運
動
を
年
次
的
に
進
め
た
く
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

相
談
事
業
に
つ
い
て

多
数
の
住
民
参
加
が
な
け
れ
ば

事
業
効
柴
が
あ
り
ま
せ
ん
.
各
機
関
、

は
、健

康
教
育

団
体
関
係
者
向
協
力
と
支
援
を
う
け

各
地
区
ご
と
に
開
慌
し
、
直
扱
相
川
酬

や
指
導
を
行
な
い
併
せ
て
尿
検
査
、

血
液
検
班
需
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
町
民
各
層
的
健
康
管
理
に
対
す
る

芯
誠
が
日
ま
り
、
保
健
活
動
の
基
礎

と
な
る
よ
う
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
衆
浴
場
に
つ
い
て
は
、
昨
年
四

月
か
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ
浴
場
を

公
衆
浴
場
と
し
て
利
用
し
て
お
り
ま

す
が
、
利
用
者
数
は
昨
年
同
期
対
比

十
三
・
三
%
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
円
叩
品川
μ

に
つ
い
て
は
、
私
用
者

か
ら
の
戸
を
聞
き
な
が
ら
逐
次
改
醤

に
心
が
け
快
適
に
利
則
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
.

耳.Jm.J 
促成
進会
と
し
て
廃
止
jl< 

以
来
、存

相J~'， 

国
鉄
瀬
棚
線
に
つ
い
て
は
、

川
問
的
活
動
や
瀬
棚
線
の
存

続
を
求
め
る
国
会
問
願
の
探
択
を
訴
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基
慌
処
理
、
政
流
設
備
工
、
町
道
付

替
工
事
的
上
利
別
橋
下
部
、
上
部
内

製
作
、
地
す
べ
り
工
事
が
間
回
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

1
I
l
--教
育
・
文
化

「
i

l

-

-

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

よ
り
よ
い

人
間
形
成
は
、
心
身
と

も
に
健
全
な
子
供
の
育
成
か
ら
は
じ

ま
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
学
校
、
家
庭
、
社
会
が
そ
の

教
育
的
役
訓
を
充
分
に
川
市
す
と
と
も

に
‘
そ
れ
が

一
体
と
な

っ
て
推
進
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
.

施
設
内
務
備
に
つ
い
て
は
、
今
金

中
学
校
プ

l
ル
上
屋
建
設
事
業
、
町

民
テ
ニ
ス
コ

ト
建
設
事
業
、
教
職

只
の
住
宅
整
備

(今
小
分
一
棟
二
戸
)

と
し
て
予
幻
措
置
を
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
.

特
別
会
計
事
業
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘

定
に
つ
い
て
は
、

国
の
医
療
保
険
改

革
を
め
ぐ
る
詩
情
勢
は
一
段
と
厳
し

さ
を
加
え
て

い
る
な
か
で
、
急
速
な

高
齢
化
社
会
へ
の
移
行
に
伴
う
医
療

質
的
閉
山
は
保
険
財
政
を
若
し
く
圧

迫
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
国
庫
負
粗
金
及
び
制
整
交

付
金
、

補
助
金
に
つ
い
て
も
十
二
分

の
十
一
円
交
付
と
い
う
厳
し
い
も
の

で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
本
年
度

は
入
院
医
療
給
付
賛
同
上
昇
、

三
月

か
ら
の
医
療
費
改
訂
と
な
る
な
ど

保
健
活
動
は
も
と
よ
り
医
療
費
の
適

正
化
、
特
別
補
助
の
活
用
等
、
健
全

財
政
に
向
け
て
積
極
的
な
努
力
、
税

の
見
直
し
を
す
る
所
存
で
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
八
年
二
月
に
老
人
保
健
法

が
施
行
さ
れ
て
か
ら
二
年
を
経
過
し

て
お
り
、
医
療
給
付
山
口
は

一
時
的
に

横
ぱ
い
の
状
態
で
推
移
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
昨
年
後
半
か
ら
上
刻
、
こ

れ
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
疾
病
梢
造

的
分
析
資
料
を
作
成
し
、
重
点
的
に

保
健
活
動
を
行
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

特
に
、
本
町
は
全
図
的
に
老
人

一

え
、
こ
れ
ま
で
特
定
地
方
交
通
線
対

策
協
同
叫
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
拒
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
す
.

こ
の
ま
ま
参
加
担
否
を
続
け
る
こ

と
は
批
悲
の
場
合
、
地
元
の
笑
怖
が

反
映
さ
れ
な
い
ま

、
見
切
り
廃
止
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
の
判
断
か
ら
、

一
一月
五
日
瀬
棚
線
存
続
期
成
会
で
は

幹
部
会
を
開
催
し
て
瀬
棚
線
の
今
後

円
対
策
に
つ
い
て
倹
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て

一
、
第
二
廃
止
各
献
の
動
向
を
訓
査

す
る
。

二
、
間
断
的
結
栄
町
見
通
し
に
つ
い

て
別
査
す
る
。

こ
の
二
点
を
決
定
し
、
二
月
二
十

日
上
京
、
抑
制
剛
の
結
巣
に
つ
い
て
む

見
を
伺
い
ま
し
た
.
次
い
で
二
月
二

十
七
日
道
開
発
閥
整
部
に
出
向
き
、

第
二
次
廃
止
線
各
線
の
動
向
に
つ
い

て
調
査
を
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

三
月
四
日
役
只
会
を
開
催、

今
後

的
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。

役
只
会
と
し
て
も
、
国
鉄
自
体
的

分
割
築
、
国
鉄
一
内
雄
監
理
委
貝
会
的

分
制
民
J
U
画
案
の
骨
子
が
公
表
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
一
史
に
は
、
第
三
次
廃
止

対
象
的
酬
も
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

国
内
向
状
況
と
北
海
道
第
二
次
廃

止
対
銀
総
に
つ
い
て
も
、
昨
年
十
二

月

一
日
に
協
議
会
に
つ
く
各
線
に
お

い
て
は
‘
ほ
に
回
線
が
協
議
会
に
つ

(4 ) 

人
当
た
り
の
医
療
費
が
町
制
に
推
移

し
て
お
り
ま
す
.

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
施
段
勘

定
に
つ
い
て
は

、
地
域
的
医
療
を
取

り
ま
く
環
境
は
国
雌
性
を

mし
て
混

迷
の
度
合
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

当
町
の
国
保
病
院
は
、
町
的
中
核

病
院
に
て
住
民
の
信
頼
に
応
え
る
こ

と
の
で
き
る
医
療
機
関
と
し
て
、
そ

の
充
実
に
努
力
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
公
首
企
業
と
し
て
、

そ
の
巡

uH内
容
を
将
来
的
な
視
野
か

ら
更
に
検
討
を
加
え
る
時
点
に
あ
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
病
院
長
と

協
議
、
赤
字
克
服
の
た
め
の
施
策
を

講
じ
干
の
編
成
を
了
し
た
と
こ
ろ
で

す。
簡
易
水
道
事
雛
特
別
会
に
つ
い
て

は、

昭
和
五
十
七
年
七
月
に
水
道
料

金
の
改
訂
を
し
、
経
費
の
節
減
、
合

理
化
に
努
め
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
企
業
依
償
還
金
円
増
加
、
諸

経
費
の
高
騰
等
に
よ
り
苦
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

本
会
計
の
健
全
化
を
は
か
る
た
め

に
料
金
的
見
直
し
を
行
な
う
の
が
適

当
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
‘
七
月
に

改
訂
を
目
途
に
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

国
営
北
槽
山
右
岸
土
地
改
良
事
難

及
び
道
営
神
丘
地
区
畑
地
帯
総
合
土

地
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
官
民
用

水
工
事
も
本
年
度
完
了
の
運
び
と
な鳥、

( 5 ) 



り
、
神
丘
、
鈴
岡
地
区
内
肥
応
用
水

施
設
配
水
管
布
設
工
事
を
剖
晒
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
‘
下
稲
砲
、
金
又

附
易
水
道
配
水
管
拡
恨
工
事
を
施
工
‘

新
生
地
区
の
飲
料
水
不
足
を
解
消
し

ょ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

地
万
行
財
政
を
と
り
ま
く
邸
境
は
、

一
段
と
厳
し
く
な

っ
て
お
り
ま
す
が

町
政
を
あ
ず
か
る
毘
貨
を
深
く
銘
記

し
、
地
域
社
会
振
興
の
た
め
、

円取
哨世

の
勢
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
.

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
人
間
尊
重
の
精
神
に
基
づ
き
、
児
童
生

徒
の
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
を
目
指
し
、
健
全
な
国
民
の
育
成

を
期
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

子
供
達
が
、
心
豊
か
に
健
全
に
育
つ
こ
と
は
親
の
願
い
で
も
あ
り
、

地
織
社
会
の
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
前
年
同
様
の
重
点
項
目
を
継
承
し
、

段
と
深
化
充
実
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

教
育
諜
程
的
実
践
に
あ
た
っ
て
は

市
に
評
価
と
反
省
を
加
え
、
児
童
生

徒
が
白
か
ら
進
ん
で
学
科
に
励
み

学
ぶ
喜
び
を
味
わ
い
な
が
ら
成
抗
感

の
あ
る
学
校
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

学
校
や
教
脆
員
の
創
立
を
生
か
し
た

教
育
活
動
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

種
川
中
学
校
回
統
合
に
つ
い
て
は
、

懸
楽
で
あ
り
ま
す
が
同
年
八
凡
に

P

T
A
役
只
の
方
々
の
ご
出
席
を
い
た

だ
き
統
合
に
つ
い
て
の
ご
理
解
を
ボ

め
た
と
こ
ろ
で
す
。

年
健
全
育
成
推
進
委
只
会
的
機
能
を

充
分
先
制
し
て
行
少
年
内
他
全
育
成

に
Mm極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
.文

化
活
動
に
つ
い
て
は
、
町
民
的

生
活
水
準
の
向
上
や
余
暇
時
間
的
附

加
な
ど
の
社
会
的
諸
条
件
の
変
化
に

伴
い
町
民
の
生
活
意
識
は
よ
り
精
神

的
な
充
実
を
求
め
よ
、
ヲ
と
す
る
傾
向

に
あ
り
文
化
活
動
へ
の
関
心
が
高
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

町
民

一
人
U
と
り
が
生
涯
の
各
時

期
を
通
じ
て
自
発
的
な
文
化
活
動
を

営
む
な
識
を
向
的
、
例
性
と
創
造
刊

を
崎
、
っ
と
と
も
に
地
域
内
伝
統
文
化

活
動
へ
の
参
加
が
盟
ま
れ
ま
す
.

地
域
内
文
化
遺
産
を
継
端
し
、
文

化
財
の
保
存
と
稲
川
、
愛
護
川
U

恕
の

普
及
に
務
的
優
れ
た
京
術
鑑
抗
の
機

会
や
創
作
、
発
表
的
場
町
拡
充
、
文

化
団
体
的
育
成
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

体
育
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

町
民
的
聞
に
健
康
平
体
力
の
維
持
増

進
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
ス
ポ

ツ
活
動
に
欲
求
が
著
し
く
高
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
単
に

健
康
や
体
力
的
維
持

m進
的
欲
求
の

範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
迎
動
向
楽
し
き

ゃ
仲
間
と
の
路
ら
い
の
楽
し
さ
を
求

め
る
な
ど
、
明
る
く
泣
か
で
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
の
実
現
を
目
指
す
活

動
と
し
て
、
女
性
や
高
齢
者
の
方
々

機
々
の
ご
意
見
が
あ
っ
た
中
で
当

委
只
会
と
し
て
地
区
別
懇
談
会
を
開

催
し
た
い
旨
巾
し
七
げ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、

P
T
A
三
役
が
安
員

会
の
Y
J
え
万
を
各
地
区
に
伝
、
ぇ
回

答
す
る
と
の
訴
し
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
P
T
A
で
は
、
イ

一
一
川
末
よ
り

附
け
川
に
わ
た
り
地
区
別
恕
談
会
を

間
側
、
そ
の
新
川
市
に
つ
い
て
卜
二
月

|
四

H
に
報
作
を
受
け
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
.

。
今
後
初
当
年
内
問
紋
式
校
に
は
な

~ . • 

の
参
加
が
目
し
〈
明
加
し
日
出
生
活

の
小
で
、
他
山
肌
的
に
ス
ポ

l
y
活
動

を
行
な
う
ん
向
へ
進
行
し
て
お
り
ま

す
。ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
的
場
が
地

域
中
心
や
サ
ー
ク
ル
へ
と
移
行
し
つ

つ
あ
る
な
ど
ス
ポ
ツ
の
大
衆
化
的

方
向
へ
進
行
し
て
お
り
、
こ
の
対
応

施
策
と
し
て

。
ス
ポ

l
y
指
導
者
向
体
系
的
な
養

成
雌
保
及
び
資
質
的
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
住
民
的
欲
求
に
応
え
る
指

場
休
制
的
確
立
を
図
る
こ
と

ら
な
い
a

。
六
年
前
統
合
反
対
の
決
議
が
な
さ

れ
、
今
も
そ
的
反
対
に
は
変
り
は
な

。
統
合
中
学
校
内
処
築
に
さ
い
し
て

純
川
地
区
住
民
的
芯
見
を
充
分
聞
か

な
か

っ
た
。

。
若
朽
化
が
若
し
い
の
で
全
而
改
築

し
て
ほ
し
い
。

等
々
で
あ
り
、

町
政
懇
談
会
に
お

い
て
も
全
而
改
築
の
要
望
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
意
見
は
平
行
線
を

た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
部

部
会
長
の
議
事
に
よ
り
委
只
会
と
部

A 
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ザ
市
で
訴
し
を
泊
め
る
こ
と
に
な

っ
て

お
り
ま
す
。

学
校
施
時
副
の
休
日
現
び
夜
間
の
管

理
に
つ
い
て
は
、

火
災
報
知
山
耐
等
の

設
備
の
充
実
が
は
か
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
教
職
員
の
桁
日
直
的
廃
止
は
、

全
国
九
十
五
%
、
全
道
六
十
%
と
な

。
公
共
ス
ポ

y
施
般
の
務
仰
充
実

と
学
校
体
育
施
設
の
開
放
を
図
る
こ

と。
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
機
会
内
拡

充
に
努
め
る
と
と
も
に
地
域
を
基
盤

と
し
た
ス
ポ
|
ソ
ク
ラ
ブ
、
団
体
及

び
組
織
の
育
成
を
図
る
こ
と

。
住
民
の
ス
ポ

l
y
欲
求
や
地
域
ス

ポ
ー
ツ
的
実
態
等
の
情
報
を
収
集
し

提
供
す
る
広
報
広
聴
活
動
の
促
進
を

図
る
こ
と

以
上
四
項
目
を
柱
に
ス
ポ

l
y
の

振
興
充
実
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

般
質
問

|
|
及
び

|
|
」

審
議
事
項
|
|
L

一

-
一
般
質
問
内
容
に
つ
い
て

林

誠
員

1
水
道
料
金
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て

「
簡
易
水
道
町
全
町
的
普
及
に
伴

い
、
政
村
地
荷
の
特
に
酪
農
家
の
水

道
大
口
使
用
に
よ
る
料
金
負
担
は
経

悩
上
必
服
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
勘
町
民
振
興
を
促
進
す
る
而

か
ら
も
こ
の
占
に
つ
い
て
別
立
て
料

金
制
度
等
の
配
胤
が
な
さ
れ
る
べ
き

と
忠
わ
れ
ま
す
が
町
民
的
見
解
を
求

め
ま
す
。
」

徳

田

蟻

員

H
我
が
町
に
於
け
る
地

熱
開
発
に
つ
い
て

「
新
エ
ネ
ル
ギ
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
地
下
熱
源
を
多
目
的
に
(
融

吉
対
策
、
冬
期
牒
業
ハ
ウ
ス
栽
培
‘

水
田
水
温
上
昇
利
用
、
発
電
事
業
、

暖
房
用
)
利
用
す
る
た
め
の
調
査
研

究
を
進
め
て
は
ど
う
か
。
」

田
中

織
員

l
企
業
誘
致
仁
対
す
る

行
政
の
活
発
化
に
つ
い
て

「森
町
に
お
い
て
は
、
カ
ボ
チ

ャ

焼
酎
が
企
業
化
さ
れ
て
い
る
。
わ
が

町
で
も
、

特
注
射
し
ゃ
〈
い
も
の
焼

酎
を
企
業
化
し
た
い
も
の
で
あ
る
.

ま
た
、
股
産
物
加
工
振
興
制
査
特
別

委
只
会
を
設
け
、
食
品
加
工
、
漬
け

も
の
工
場
、
い
も
焼
酎
等
々
の
試
作

っ
て
お
り
、
六
十
年
度
か
ら
道
予
の

め
剖
上
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
管
内
各
町
が

検
討
、
本
町
に
お
い
て
も
無
人
化
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
部

活
動
が
相
当
数
あ
る
こ
と
か
ら
実
態

の
中
で
対
応
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
校
給
食
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

的
材
料
等
に
お
い
て
一
部
側
格
の
変

動
は
あ
り
ま
す
が
総
体
的
に
は
大
き

な
変
化
が
な
い
の
で
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
や
衛
生
而
に
特
に
証
芯
し
て
従
来

ど
う
り
万
全
を
則
し
て
ま
い

り
ま
す
.

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
.
昨
年
と
比

較
す
る
と
二
名
の
哨
九
十
九
名
町
入

制
予
定
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

入
国
料
、
技
業
料
の
改
訂
に
つ
い

て
は
、
五
十
五
年
に
改
正
し
五
年
が

経
過
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
年
度

そ
れ
ぞ
れ
千
円
の
ア
ッ
プ
を
す
る

こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
‘
地
域
や

家
庭
内
生
活
基
盤
や
連
信
感
が
弱
体

し
、
人
間
性
の
回
復
が
強
く
望
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

町
民
向
社
会
参
加
と
辿
慨
を
市
め

て
地
蹴
に
似
ざ
し
た
文
化
的
創
造
と

抗
力
あ
る
地
域
相
会
円
形
成
が
必
裂

で
あ
り
ま
す
。

地
域
主
体
的
社
会
教
育
活
動
を
ま

服
と
し
た
学
習
社
会
的
実
現
を
目
指

し

• • 
依
頼
す
る
な
ど
、
企
業
促
進
的
活
発

化
を
図
る
考
え
は
な
い
か
凡
解
を
求

め
ま
す
。
」

渡

辺

職

員

H

過
疎
対
策
と
産
喋
経

済
政
策
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て山
川
過
疎
町
と
し
て
の
行
政
施
行
に

対
す
る
基
本
的
理
念
に
つ
い
て

「
行
政
サ
イ
ド
の
定
数
外
戦
貝
及

び
パ

l
ト
の
任
用
に
つ
い
て
可
能
な

限
り
、
若
年
労
働
者
に
切
柱
え
る
こ

と
が
出
来
な
い
か
。
こ
れ
が
波
及
効

果
と
し
て
他
的
団
体
、
職
場
に
も

期
待
で
き
る
し
町
が
卒
先
実
行
し

純
を
示
す
べ
き
と
思
う
の
で
凡
併
を

求
め
ま
す
.
」

例
過
疎
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
以

体
的
施
策
に
つ
い
て

「
過
疎
の
松
大
原
因
と
な
っ
た
の

は
、
良
家
戸
数
を
減
少
さ
せ
な
い
た

め
、
再
建
施
策
は
も
と
よ
り
現
在
の

売
上
高
約
印
億
を
回
憶
と
す
る
こ
と
、

コ
ス
ト
の
引
下
げ
を
図
る
こ
と
と
思

う
。
本
町
経
済
の
活
性
化
の
た
め
行

政
が
主
体
と
な
り
牒
協
や
関
係
団
体

と
一
体
と
し
た
消
費
動
向
に
基
づ
く

市
況
を
考
慮
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

作
り
、
作
目
に
つ
い
て
の
州
作
試
験

倒
的
柴
施
、
そ
の
作
目
的
加
工
を
取

り
入
れ
政
家
経
済
的
再
建
と
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
の
た
め
、
町
、
政
協
出
資
に

よ
る
民
業
機
械
銀
行
の
創
設
を
す
る

考
え
は
な
い
か
見
解
を
求
め
ま
す
。
」

。
生
涯
の
各
時
期
に
沿

っ
た
学
習
の

機
会
を
艶
備
、
拡
充
す
る
た
め
側
係

機
関
や
民
間
団
体
等
と
街
按
な
辿
併

を
図
り
、
個
人
学
習
、
相
互
学
習
の

奨
励
援
助
並
び
に
集
合
学
習
機
会
的

( 6 1 

拡
充
を
図
る
こ
と

。
人
閉
め
協
調
と
連
帯
に
支
え
ら
れ

た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
そ

の
主
要
な
役
割
を
巣
す
社
会
教
育
関

係
団
体
や
グ
ル
ー
プ
、
サ
ー
ク
ル
の

自
主
的
活
動
を
助
長
し
地
域
内
課
題

や
生
活
課
題
的
解
決
の
た
め
の
実
践

活
動
向
促
進
す
る
こ
と

。
時
代
の
裂
前
に
応
え
る
社
会
教
育

主
市
中
、
背
少
年
、
婦
人
団
体
指
導
者
‘

リ
ダ
の
旋
成
備
保
及
び
資
質
的

向
上
を
図
る
な
ど
指
導
体
制
の
充
実

強
化
の
促
進
す
る
こ
と

以
上
向
観
占
か
ら
航
々
の
施
策
を

講
じ
て
お
り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、

本
町
が
発
展
を
続
け
活
力
あ
る
地
域

社
会
を
築
い
て
ゆ
く
た
め
に
は
社
会

環
境
に
適
切
に
対
応
し
得
る
創
造
力

と
た
く
ま
し
さ
を
も
っ
た
心
身
と
も

に
健
康
な
背
少
年
を
育
成
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
近
年
多
売
す
る
非
行
な
ど

の
問
題
行
動
を
重
視
し
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
社
会
が
相
互
に
迎
携
を
図

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
機
能
を
充
分

発
部
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
昨
年
設
世
さ
れ
た
今
金
町
青
少

長
谷
川
織
員

1
今
金
町
青
山
Y

年
基
金

の
創
訟
に
つ
い
て

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
背
少
年

文
化
サ
ー
ク
ル
援
助
、
リ
ー
ダ
ー
の

表
彰
主
ど
地
味
な
活
動
を
応
接
す
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

基
金
町
順

次
明
大
を
図
り
将
来
に
は
資
金
不
足

で
各
位
大
会
に
選
手
を
送
れ
な
い
団

体
に
手
助
け
を
し
た
り
、
海
外
へ
の

友
好
使
節
団
や
青
少
年
海
外
研
修
に

資
す
る
た
め
基
金
創
設
に
つ
い
て
見

解
を
求
め
ま
す
。
L

曽
我
井
機
員

l
町
援
興
施
策
に
つ
い

て川
町
生
産
性
大
型
農
業
を
雌
立
す

る
た
め
に
は
、
図
的
路
地
取
得
資

金
不
足
の
た
め
困
難
な
状
況
で
あ

る
.
よ
っ
て
町
に
於
て
こ
の
組
の

基
金
制
度
を
創
設
し
貸
付
す
る
考

え
は
な
い
の
か
見
解
を
求
め
ま
す
。

同
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
共

働
き
の
多
い
昨
今
、
諸
証
明
交
付
、

納
税
等
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
時

間
外
役
場
町
開
設

(
月
一
回
一
時

経
度
)
が
出
来
な
い
か
。

山
門
有
休
町
有
地
の
利
用
構
想
の
明

示
に
つ
い
て
、
旧
明
治
乳
業
跡
地

旧
原
都
民
場
跡
地
内
利
用
剖
聞
に

つ
い
て
再
三
討
論
さ
れ
て
い
る
が

こ
れ
等
の
利
用
剖
画
に
つ
い
て
明

示
さ
れ
た
い
。

詳
し
〈
は
鰻
会
だ
よ
り
に
掲
載
〕

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
け

へ



-
今
金
町
名
誉
町
民
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て毎
年
日
月

3
日
「
文
化
的
日
」
に

年
金
を
支
給
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、

こ
の
支
給
額

「
時
万
円
」
を
「

ω万

円
」
に
改
め
た
も
の
で
す
。

-
今
金
町
特
別
職
の
報
酬
額
、
費
用

弁
償
額
並
び
に
そ
の
支
給
方
法
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

費

用

弁

111 

額
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-
鉦
人
等
の
実
費
弁
償
仁
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

り
ま
す
。

こ
の
条
例
の
施
行
に
闘
し
必
要
な

事
項
は
、

町
長
が
別
に
定
め
る
も
の

と
し
ま
す
.

(附

則

)

こ
の
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は
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-
今
金
町
職
員
旅
費
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

中
川
町
灯
、
日
当
、
宿
泊
料
且
び
暖
房
料

'1!.I.!~1t 日記'1(1日につき) 宿泊料(1夜につき) 唖房料
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行
し
、
昭
和
回
年
l
月
1
日
か
ら
適

用
し
ま
す
。
昭
和

ω年
度
に
限
り

第

5
m中
「
毎
年
度
、

前
年
内
日
月

日
日
か
ら
当
該
年
内

日
月
山
固
ま
で
」

と
あ
る
の
を
「
本
年
1
月
1
日
か
ら

637，719刊(10.8)
889，383千円(15.0)
1 00，388千円(1.7) 

計予算

老人保健特別会計

国民健康保険特別会計施設勘定

簡易水道事業特別会計

""'" = 般

-
今
金
町
職
員
に
対
す
る
蝶
務
手
当

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

保
健
婦
業
務
を
本
務
と
す
る
峨
只

に
支
給
す
る
手
当
「

6
千
5
百
円
」

を
「
1
万
円
」
に
改
め
た
も
の
で
す
0

・
今
金
町
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

園
児
一

人
に

つ
き
保
育
料

「
5
千

円
」
を
寸
6
千
円
」
に
、
入
間
料
「
2

千
円
」
を
「
3
千
円
」
に
改
め
た
も

の
で
す
。

-
今
金
町
社
会
教
育
指
導
員
設
置
及

び
報
酬
額
、
旅
費
額
並
び
に
そ
の
支

給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

社
会
教
育
指
導
員
報
酬

「月
制

ω

万
円
」
を

「
月
傾
向
同
万
円
」
に
改
め

た
も
の
で
す
白

-
経
営
再
建
農
業
者
に
対
す
る
営
農

資
金
利
子
補
給
条
例
制
定
に
つ
い
て

(目

的

)

こ
の
条
例
は
、
冷
坑
口
阜
、
経
済
情
勢

町
変
動
.
そ
の
他
や
む
を
得
な
h
事

情
等
に
よ
り
負
担
が
娯
制
し
、
農
業

経
J
H
が
揺
化
し
て
い
る
牒
業
者
に
対

し
級
官
町
再
訟
を
図
る
た
め
、
今
金

町
内
肱
業
協
同
組
合
が
山
開
通
し
て
い
る

営
股
資
金
の
利
子
補
給
に
つ
い
て
必

袈
な
市
中
取
を
定
め
る
も
の
で
す
.

(利
子
補
給
対
象
者
)

利
子
補
給
の
対
象
者
は
、

件
を
必
裂
と
し
ま
す
。

次
の
袈

日
月
刊
日
ま
で
」
と
説
み
替
え
る
も

の
で
す
。

-
今
金
町
病
院
事
幽
曹
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

ω州肱
業
を
主
業
(専
業
、

と
す
る
内
刷
業
者
で
あ
る
こ
と

ω尚同
業
経
常
時
住
剖
聞
を
樹
立
し
、

自
助
努
力
に
よ
り
経
営
的
再
建
が
見

込
ま
れ
る
農
業
者
で
あ
る
こ
と

ω農
協
が
定
め
る
「
経
出
再
建
州
民
家

に
係
る
特
別
指
導
要
領
」
に
基
づ
い

て
選
考
さ
れ
た
農
業
者
で
あ
る
こ
と

(
利
子
補
給
対
象
資
金
)

利
子
補
給
の
対
象
資
金
は
、
股
協

が
経
話
再
建
を
図
る
た
め
民
業
者
に

貸
付
し
て
い
る
営
良
資
金
と
す
る
も

の
で
す
。
(利
子
補
給
期
間
且
ぴ
制
給
率
)

利
子
補
給
期
間
は

3
年
以
内
と
し

補
給
部
は
年

3
%以
内
と
す
る
も
の

で
す
。(利
子
制
給
内
初
)

利
子
補
給
の
金
額
は
、
毎
年
度
、

前
年
の
日
月
日
日
か
ら
当
該
年
内
日

月
刊
固
ま
で
の
利
子
補
給
対
象
資
金

に
つ
き
前
項
の
利
子
補
給
率
的
剖
合

で
計
訴
し
た
金
額
の
合
計
額
と
し
ま

す。

(利
子
補
給
契
約
)

利
子
補
給
に

つ
い
て
の
契
約
は
、

町
長
が
雌
協
と
の
聞
に
締
結
す
る
利

子
補
給
契
約
に
よ

っ
て
行
な
う
も
の

で
す
.(利

子
補
給
金
の
申
附
)

前
項
の
契
約
を
し
た
脱
協
は
、
毎

年
日
月
初
日
ま
で
に
今
金
町
補
助
金

等
交
付
焼
則
に
基
づ
き

利
子
補
給

一
般
兼
業
}

‘ • 
診
療
科
目
に
つ
い
て
「
産
州
人
科
」

と
あ
り
ま
し
た
の
が
な
く
な

っ
た
も

の
で
す
。

-
退
職
手
当
の
特
別
加
算
に
つ
い
て

こ
の
度
3
月
初
日
を
も

っ
て
納
奨

基金橋立金 3.846.，.同0.5% 
公 i貴賓 乱ぽ悶千円0.4% 
雌支出金 VI37-ti'l0.3% 
予備費 2.CKKlti'lOJ% 

国民健康保険特別会計(事業勘定}予算

繰入金 1守岡
線組 金 2寺岡
儲収入 13千周 発問・現拠出金 4 ，535~岡 0.6%

量且ゑ且且辺盟旦盟主

金
町
交
付
申
耐
性
を
町
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
.

(利
子
補
給
の
可
否
の
決
定
)

町
長
は
、
前
邸
内
申
附
が
あ

っ
た

と
き
は
、
今
金
町
農
家
経
営
安
定
推

進
委
只
会
的
意
見
を
聴
き
、
利
子
補

給
金
町
可
否
に
つ
い
て
決
定
す
る
も

の
で
す
。
(
利
子
補
給
金
の
交
付
)

町
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
決

定
し
た
利
子
補
給
金
に
つ
い
て
毎
年

度
は
月
初
日
ま
で
に
農
協
へ
交
付
す

る
も
の
で
す
.

(利
子
補
給
金
の
打
切
り
、
ま
た

は
返
納
)

町
長
は
、
要
件
が
欠
け
た
場
合
、

ま
た
は
利
子
補
給
金
が
園
、
道
等
の

内刷
業
関
係
制
度
資
金

O
低
利
資
金
に

よ
る
借
換
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
と
き
、

並
び
に
牒
協
の
貨
に
帰
す
べ
き
理
由

に
よ
り
、
農
協
が
こ
の
条
例
に
基
づ

く
契
約
の
条
項
に
違
反
し
た
と
き
は
、

利
子
補
給
を
打
切
る
か
、
ま
た
は
概

に
交
付
し
た
利
子
補
給
金
の
全
部
若

し
く
は
、

一
部
を
返
納
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

(報

告

)

牒
協
は
、
町
長
が
当
該
農
協
の
行

な
っ
た
利
子
補
給
に
係
る
利
子
対
象

資
金
の
融
資
に
関
し
報
告
を
求
め
た

場
合
、
当
該
融
資
に
関
す
る
帳
簿
告

知
等
の
従
出
、
説
明
そ
の
他
必
要
な

報
告
を
す
る
義
務
を
負
う
も
の
で
あ

( 8 1 

川地
職
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

内肱
業
委
只
会
局
長
他
谷
文
也

給
食
セ
ン
タ
ー
長

稲

垣

武

雄

二
氏
町
加
針
金
、

4
百
6
万
9
干
2

百
問
を
加
算
す
る
も
の
で
す
。

( 9 1 



総務費2270明 0.3%

老人保健特別会計予算

公償資 "..明0.2%
値支出金 1号肉

国民健康保険特別会計(施設勘定)予算

資本的収入及び支出

簡易水道特別会計予算

(10) 

叡益的収入及び支出

一
ア
フ
リ
カ
干
ば
つ
救
援
金
を
受
付
中
で
す
ー
ー
:
;
:
一

]
i
-
1
1
t
:
i
j
i
:
i
-

' . • 

成
人
病
に
つ
い
て

『
講
演
会
』

は
毎
日
の

成
人
病
に
対
す
る
正
し
い
知
品
と

理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

3
月
日
日

今
金
町
が
主
催
、
北
部
桁
山
医
師
会

が
後
般
し
、
講
師
に
「
一
品
田
医
院
長
」

を
招
き
名
人
偏
祉
セ
ン
タ
に
お
い

て
閲
俄
さ
れ
ま
し
た
.

出
組
は

「成
人
病
に
つ
い
て
」
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
似
し
に
即
名
余
り

が
参
加
さ
れ
熱
心
に
聴
き
い

っ
て
お

り
ま
し
た
。

内
容
は
、
食
生
前
の
あ
り
万
な
ど

で
あ
り

「向
血
圧
の
方
は
、
ラ

l
メ

ン
の
お
代
り
や
お
什
ま
で
飲
む
こ
と

を
き
け
る
こ
と
で
す
。
最
近
肉
食
生

前
は
、
あ
ま
り
に
も
良
く
な
り
す
き

て
い
る
こ
と
と
、
社
会
環
境
が
絞
雑

化
し
、
胞
の
立
つ
こ
と
が
多
く
主

っ

て
き
て
お
リ
、
そ
の
た
め
ス
ト
レ
ス

が
た
ま
り
や
す
く
な

っ
て
い
る
こ
と

で
す
。

品
化
収
卑
の
は
じ
ま
り
は
‘
細
胞

が
減
る
と
「リ
ヲ
ザ
必
が
あ
リ
ま
す
.

減
る
と
古
う
こ
と
は
免
一
批
判
が
主
〈

主
る
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
風
邪
な
ど
の
余
州
阪
国
と
な
る
こ

と
で
す
。

議
れ
で
も
が
長
生
き
し
た
い
と
言

う
願
望
が
あ
り
ま
す
。

名
人
化
を
避
〈
す
る
に
は
、
空
気

が
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
、
水
が
お
い

し
い
こ
と
、

机
食
で
あ
る
こ
と
や
適

皮
肉
辺
助
が
必
裂
で
あ
る
こ
と
で
す
.

日
分
品
庄
の
努
力
に
よ

っ
て
H
K
H
片
付

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
金
町

の
ぬ
A
H

は、

こ
う
し
た
山
ま
れ
た
白

蛇
邸
岐
に
住
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

主
人
に
な

っ
て
の
病
気
は
、
成
人

病
な
ど
が
持
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

起
き
る
病
気
で
あ
る
こ
と
で
す
。
近

年
に
な
っ
て
名
人
の
結
核
病
や
熱

の
な
い

肺
炎
が
多
く
な

っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

名
人
性
の
病
れ
は
多
純
多
般
に
わ

た
り
虫
桜
し
て
起
き
る
の
が
£
人
柄

で
あ
リ
ま
す
。
川叫
λ

引
の
約
討
を
知
る

に

は

過

L
的
州
'
H
を
知
る
こ
と
が

必
裂
と
な

勺
て
き
ま
す
が
.
汁
の
梢

一
試
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

っ
た
り
で

な
か
主
か
知
る
こ
と
は
雌
し
い
こ
と

で
す
。

• • 
日
分
で
白
品
目
的
病
気
を
コ
ン
}
ロ

ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

州
院
に
ゆ
け
ば
良
〈
な
る
治
る
と
口

う
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
健
康
診
断
的
受
診
を
さ
れ

る
こ
と
が
必
袈
て
あ
り
ま
す
。
部
ば

か
り
に
似
る
こ
と
な
く
出
品
主
生
き

H
が
大
切
で
す
。
注
意
を
お
こ
た

っ

た
り
し
な
け
れ
ば
健
康
の
保
持
が
で

き
、
愉
快
な
老
人
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
が
原
凶
と
な
る
病
気
も

人
に
対
す
る
思
い
や
り
ゃ
組
切
に
す

る
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
解
仰
に
主
る
の

で
は
な
い
か
I
l
l
.

ニ
ュ

ジ

l
ラ
ン
ド
に
行

っ
て
ま

い
り
ま
し
た
時、

と
っ
て
も
判
明
切
で

あ
り
日
本
町
日
が
思
い

出
さ
れ
る
似

ま
し
や
か
で
し
た
。

ぼ
や
ぼ
や
し
て
い
る
と
他
人
に
足
を

さ
ら
わ
れ
る
よ
う
な
国
の
現
況
に
は

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
過
ぎ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

血
圧

A
を
口
い
、
朝
晩
は
か
る
よ
り

は
体
旦
引
を
民
い
注
む
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
体
廷
が
泡
地
し
た
り
急

減
し
た
り
す
る
時
は
、

制官
佐
古
で
す
。

タ
バ
コ
を
控
え
め
に
し
、
山
町
目

的

他
脱
を
保
持
す
る
こ
と
が
必
裂
で
す
a

何
日
ま
い
に
ち
の
筋
力
が
他
泌
を
保

持
で
き
る
一

得
大
切
な
こ
と
で
あ
り

ま
す
。」

と
以
上
の
よ
う
主
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。

/"-一一ー一一一一一ー労災保障{労働保陵)実務講習会のお知らせーー一一一一一ー¥

10 北信山町商工会 1 
5月10日(金) 15: 00 
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@申告書の相談及び集合収集

5月9日(木)

@労災保険(労働保険)実務講習会

13: 30 

17: 00 
八雲町商工会議室4月23日(火)
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北
川
の
e
g
を
記
服
し
て
官
民
し
よ

う
と

1
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
町
ド
肝
肌

除
1
1
出
々
と
し
た
土
の
よ
に
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
を
佳
て
る
作
業
が
、

2

川
凶
日
か
ら
紳
丘
部
端
、
制
中
私
的

さ
ん
地
先
で
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
.

3
月
7
日
に

μ
ヘ
ク
タ
ー
ル
町
作

付
川
阿
の
も
と
に
、
ハ
ウ
ス
而
似
位

。

家
族
村
の

• • 

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

3
灯

n
日
役
場
前
、
凶
退
却
号
線

に
お
い
て
、
今
年
新
入
学
さ
れ
る
今

金
保
有
所
園
児

M
人
、
小
自
A
U
保
有

間
川
ル
加
入
が
行
き
交
う
中
に

「
で
か

け
る
時
は
忘
れ
ず
に
‘

ン
ト
ベ
ル

ち
免咽胆の'HHド育見事生骨のE

 、
缶、

，、てつ守を生安通安

M
M

附

(
川
向
)
的
帰
叫
刊
が
行
主
わ
れ

た
も
の
で
す
。

こ
う
し
て
帰
納
さ
れ
た
も
の
は
、

5
月
上
旬
に
州
に
定
航
さ
れ
る
予
定

に
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
組
合
的
現
状
に
つ
い
て
組
合

長
町
白
岩
利
勝
さ
ん
に
話
し
を
聞
き

ま
し
た
。

ー
昭
和
田
年
に
制
肋
卒
業
を
も
っ

て
ス
タ

ト
し
て
今
年
で
5
年
目
、

技
術
的
な
こ
と
は
取
仰
で
き
ま
し
た
。

組
合
只

5
戸
夫
附
叩
人
を
も

っ

て
組
織
巡
目
し
て
お
リ
ま
す
。
こ
の

組
A
V
町
名
林
も
私
た
ち
は
、
"
町
一九

ね
ぎ
生
席
机
A
H
H

と
呼
ん
で
お
り
ま

す
。
似
A
刊
紙
引
を
図
る
円
に
安
定
し

た
奨
励
作
物
で
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

た
だ
、

5
年
間
の
中
で
凶
作
が
あ

っ

た
リ
事
業
若
手
段
附
に
お
け
る
投
資

経
費
な
ど
で
若
干
の
続
也
的
問
組
占

が
残
さ
れ
て
お
り

ま

す

が

い

ま

で

は
す
っ
か
り
軌
道
に

の
り
安
定
し
て

お
り
ま
す
。

今
で
は
水
稲
の
転
作
問
題
が
あ
り
、

転
作
作
目
と
し
て
良
い
と
思
う
.
何

よ
り
も
間
易
施
設
で
背
閣
が
で
き
る

こ
と
、
述
作
が
で
き
る
こ
と
が
魅
力

で
す
.

今
後
の
際
問
と
し
て
は
、
共
同
作
業

体
系
的
縦
し
さ
が
あ
る
こ
と
で
、
今
ま

で
内
由
に
州
民
業
紙
叶
山
を
や

っ
て
き
て

い
る
の
で
完
全
也
型
を
す
る
こ
と
が

大
変
で
す
。

ト
を
」
的
防
断
砕
を
チ
に
。
交
通
安

全
を
お
願
い
し
ま
す
。
と
か
わ
い
い

μ
で
呼
び
か
け
ま
し
た
.

叫

に

役

場

v
U
布
サ
ー
ク
ル
叩
人

あ
ま
り
に
よ
り

「
f
供
と
お
年
寄
り

に
は

一
ー
叫
付
止
の
思
い
や
り
を
」
の

チ
ラ

ン
や
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
配
リ
、
ド

ラ
イ
バ
に
協
力
を
訴
え
た
も
の
で

す
。こ

の
企
阿
は
役
場
若
品
サ

1
7

ル
が
初
め
て
の
誠
み
と
し
て
計
画
、

作
山
日
や
役
場
内
交
通
安
全
係
の
協
力

を
得
て
災
地
し
た
も
の
で
す
。

仲
間
組
織
の
充
史
と
な
臓
の

向
上

が
必
裂
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
特
に

雌
し
い
こ
と
は
こ
の
作
物
は
伽
物

的
変
動
が
激
し
い
こ
と
で
す
。
阿
茶

市
場
町
統
計
的
数
下
を
見
る
と

3
年

に

一
度
拡
ぽ
附
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
年
が
今
年
に
ぶ
つ
か
っ
て
お
り

チ
ヨ

y
ト
心
配
し
て

い
る
と
こ
ろ
で

す
ー

し

で
も
、
当
組
合
が
作
付
し

て
い
る
而
梢
的
収
般
孟
か
ら
す
る
と

地
元
で
対
処
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
己
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

米
作
だ
け
に
た
よ

っ
て
き
た
今
ま

で
の
出
業
続
出
か
ら
脱
皮
し
た
経
悩

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
と

な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

続
円
品
の
安
定
と
は
‘

言
う
ま
で
も

な
く
収
入
を
哨
や
す
こ
と
で
す
.
低

経
費
で
高
所
得
を
あ
げ
る
こ
と
で
「生

産
性
的
高
い
民
業
経
出
」
を
図
る
こ

と
で
す
。
古
う
は
易
し

い
が
実
に
脱

し
い
こ
止
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、

経
済
環
境
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
放

置
で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

優
れ
た
経
営
感
覚
が
裂
求
さ
れ
、

加
工
体
制
肉
離
備
や
版
山
町
内
叫
大
が

必
要
と
な
り
、

「
つ
〈
る
脱
業
」
か

ら
「
売
る
州国
業
」
へ
と
転
換
す
る
こ

と
が
生
き
の
び
る
唯
一
円
活
断
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
語
、
っ
気
が
い
た

し
ま
し
た
.
 • • 

国民 ¥1 

2羊 に1lfJ! F入 140 
し
な料年金'MI 元

E者雇jP:J660
B丁、、 リグ) 1i: が tt手IC '- 千年
民ニ ま古ii'MI j l" ，;;民』こ 220 4 
国福と すもをオ コを巾金!変円月
民祉の 上上 :とり 」 カ、

年課ご カ If j } つ IJt すま。カぜ ら
金 キ自 るる } 正式こは ..， f:足
{果 I量 こと じり 6 険
へ tま と保勺 上 la~l: )111 下料

いてお知らせ年金保障料の変更I

¥ 

，j 

( 12) 

犬の所有者は、毎年 l回登録が義務づけられ

料金
手数料区分 従削級(円) 改正制(円)

ております。狂犬病予防，王射については、 l年 Eま u 来十 2，100 2，100改正'."LJ
問持続する免疫ワヲチンができ、昭和60年 4月 の 住 射 事干 1，340 2，000 
1日以降から一斉に切り替え勺れることになり 一 主主射済~~交付手数料 360 4口D

まし fこ。 音B
¥¥¥¥ 

3，80日(1..) 4，500 
登録や予妨，主射の されていない犬は飼育でき 政 1，700(秋)

ませんので!IZ、ず登録や注射を受けて〈ださい。 正 年nH料金的比較(計) 5，500 4，500 

犬の畳録及び狂犬病の予防注射についてお知らせ園保病院診寝科目の蜜更についてお知らせ一一一一一一一、 ， ， ， 
' 

¥ ， 

整形外科の診療については、都合

4月1日から中止いたしますのでお知らせいたします。

国保病院から

診療してきまLtこ眼科、従来、

により、

¥ 
(13) 



第3田舎金地区農村ビーチバレーポール大会

熱戦楽しく

内
同
附
則
を
利
則
し
た
こ
の
大
会
が

2
月

n
日
総
合
体
行
航
に
お
い
て
附

似
さ
れ
ま
し
た
。

良
市
組
合
述
合
会
が
主
川
刷
、
内
陣
協

や
教
行
委
只
会
が
後
援
し
地
区
と

地
区
と
の
交
流
、
親
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
間
名

町
老
若
男
女
が
参
加
、
体
育
館
せ
ま

• • 

かく

州
M

い
印
刷
何
人
閥
抗
に
オ
ム
ツ
を
と

2
ハ
凶
川
相
会
一
耐
制
協
品
会
に
仰
枚

を
下
泌
さ
れ
た
も
の
で
す
.

こ
の
作
業
に
は
、
お
人
が
3
H
川

に
わ
た
り
が
川
剖
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り

つ

く
り
上
げ
た
も
の
で
す
.

U
刊
料
的
サ
ラ

y
間
枚
に
つ
い
て
は

得
問
い
た
だ
い
た
も
の
処
リ
の
加

枚
に
つ
い

て
は
自
分
た
ち
で
持
ち
ょ

さき金老人クラブ婦人部

し
と
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し

-一。
f
 燃
え
す
ぎ
て
、
回
転
レ

y

ブ
と

古
う
よ
り
転
倒
レ

y
l
ブ
が
多
く
展

開
さ
れ
、
汗
に
ま
み
れ
て
お
り
ま
し

た
。

い
ず
れ
の
チ
ム
が
勝
利
の
栄

冠
を
つ
か
む
か
出
と
ん
と
し
寸
仲
よ

し
体
力
づ
く
り
」
の
名
林
ふ
さ
わ
し

い
大
会
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
@

成
績
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っ
て
つ
く
っ

た
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
単
行
肉
料
仲
町
牧
H
A
と

m
M凶
に
入
凶
さ
れ
て
い
る
万
々
に

少
し
で
も
役
立
っ
て
ほ
し
い
と
寄
附

さ
れ
た
も
の
で
す
。

種川中学枝生徒と先生

ーアフリカ飢餓募金一

ア
フ
リ
カ
で
川

っ
て

い
る
人
た
ち

に
と
純
川
中

γ
校
生
徒
犯
人
と
先
生

9
人
が

3
川
は

H
「
幻

T

3
百
円
L

を
町
長
に
子
捜
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
お
金
は
、
生
徒
が
年
中
行
い
れ

と
し
て
宅
び
ん
の
川
似
を
し
て
た
め

た
お
4
4
で
す
。
新
年
に
主
り
、
こ
の

お
4
恨
の
仙
川
別
注
に

つ
い
て

q
徒
会

で
検
川
し
ま
し
た
川
川
県

ア
フ
リ
カ

飢
餓
に
と
訴
し
が
き
ま
リ
寄
附
さ
れ

た
む
の
で
す
。

判
J

「
ぷ
で
は
、

V
辿
日
中
を
辿
じ

て
ア
フ

リ
カ
に
送
る
こ
と
に
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

， . • 
函館陸運事務所からのお知らせ

4月 l日かり名称が次のよ

北海道運輸局函館陸運支局

機構敬革に伴い、

うに変 ηます。
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地
価
公
示
の
活
用
に
つ
い
て

土
地
的
正
常
屯
価
格
を
知
っ
て
い

た
だ
〈
た
め
に
、
四
月
を
地
価
普
及

月
間
と
し
ま
し
た
。
土
地
を
売
り
買

い
さ
れ
る
と
き
に
固
で
調
査
を
し
た

土
地
の
価
格
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

売
り
手
、
買
い
手
に
片
寄
ら
な
い
正

常
な
価
格
で
取
引
を
し
て
い
た
だ
〈

た
め
で
す
。

地
価
町
公
示
は
、
毎
年
四
月
土
地

を
売
り
買
い
さ
れ
る
と
き
の
目
安

E

L
、
国
が
全
国
町
標
準
的
主
土
地
(住

宅
地
、
林
地
な
と
)
を
選
ぴ
正
常
な

価
格
を
調
査
の
上
、
新
聞
、
テ
レ
ビ

屯
ど

で
一
般
に
お
知
勺
せ
し
て
い
ま

す
。地

価
公
示
価
格
は
、
調
査
を
し
た

場
所
(
土
地
)
的
価
格
ー
モ
ノ
サ
ソ
L

で
す
か
ら
周
辺
町
価
格
も
こ
の
価
格

か
ら
推
し
計
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
価
公
示
は
、
今
年
は
四
月
二
日

に
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
道
が
全

市
町
村
で
駒
査
し
て
い
る
地
価
調
査

も
あ
り
、
土
地
取
引
で
ト
ラ
ブ
ル
の

な
い
よ
っ
知
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

詳
し
〈
は
、
役
場
企
画
調
整
謀
、

支
序
、
道
斤
に
電
話
か
直
接
た
ず
ね

る
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

役
場
企
画
調
整
課
企
画
係
か
ら

苦言月は国民年金保険料の納期です

たときに支給される母子年金が受けられないばか(領収害)あなたのお手元町納イ寸いま度、

りでな〈、納め忘れが長期間にわたると、老後のをお確かめ〈ださい。

fノ

ための老齢年金さえも受けることカ、できヰ〈なる

町民福祉課国民年金係

ことがあ ηます。

国民年金の保険料を納付期限までに納めません

と、万一、病気やケガによって支給される障害年

金や不慮の事故でご主人を亡く L母子家庭とな っ、、.
( 15) 



アフリカ飢餓募金

議;;;滋轍斡鼻腔;慈雲:
結婚費用を節約

飢
え
に
円
し
む
ア
フ
リ
カ
制
民
に

少
し
で
も
役
立
て
く
だ
さ
い
と
、
今

金
町
京
町
ム
引
住
町
架
山
ぷ
明
さ
ん
と
利

マ
十
ぷ
の
ご
夫
主
が

2
川
崎
曲
目
「
mω
万

円
」
を
持
参
町
長
に
干
渡
し
た
も

の
で
す
g

架
山
さ
ん
夫
婦
は
、

2
月
別
日
に

対
的
式
を
挙
げ
た
ば
か
り
、
式
的
背

用
を
節
約
し
て
寄
贈
し
て
く
れ
た
も

の
で
す
。
寸
私
た
ち
は
由
ま
れ
す
ぎ

て
お
り
ま
す
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
見
る
ア
フ
リ
力
的
状
況
に
は
胸
が

州
む
思
い

が
し
ま
す
口
と
訴
し
て
お

り
ま
し
た
。

刊
当
訓
で
は
、

H
t
辿
日
必
を
通
じ

て
ア
フ
リ
カ
に
送
る
こ
と
に
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

個人名)lli団体名 住所 ;ii 附内容 寄贈先 倒人r，)lは団体名 住所 寄贈内容 ;ii 附先

犬 1民 良 夫 末広町 t自 2 1十 光町虫学凶 ふた 1% 字国 函館市 トラピストクッキー 11:.の!.l1q;阻
4反 本 拙 控 今 金 H 2 jト " 14国

if 祖 金 明、 函館市 H 2チ十 " a場 戸 ツナヨ 鈴 金 みかん 2函 H 

今金町商工会 今 金 H 2刊 H 地 沢 分之 殺 南 町 H 2国 n 

槍山広繊消防組合 背年団連給協llI!全 今 金 コフ 2函 H 

今金支富民 今 金 H 2チ| M 石 If 政 古 大和町 ビール l函 H 

111 やt l~J 大和町 N 2升 N 'i:i 田 広 八幡町 酒 211 H 

今堂小学校長 今 金 H 2升 n 北楠山町長秋元伸一 北楠山町 缶ジュース l函 " 
西 日目 夫 今 金 " 2升 " 手をつ主ぐ親白金 N ?百 l升 H 

神丘小学校長 神 丘 " 2升 H " 上ノ国町 H 2ヲ1 M 

佐々木金物底 末広町 M 2升 H " 瀬棚町 M 211 H 

今金郵恒局長 今 金 n 2升 H 1川 藤 組 函館市 ビール l函 H 

今金はくさん 末広町 " 2升 H 日 UI コ ヨ 江差町 みかん

今世農協組合民 金 l函
n 

今 " 2升 H ビール

鈴木杉村京谷 瀬棚町 茄ジュース 1函 H 小 111 却i 南栄町 ビール 1函 H 

本多 村 義 雄 H 瀬棚町り l'臨 H If ロ 協 子 再I 町 H l函 H 

外盟鮮 11，屈 末広町 サイダ 3函 " 道劃i今金主居世 今 金 H l函 H 

山 本 久 的 J仲 丘 H l函 " 雌 111 呉服血 本 町 H i函 H 

田 靴 Jili λ幡町 ウイスキ l本 H ニコニコ宜主 八幡町 H l薗 H 

今金町議会 今 金 ジュース l函 H 今金町教n~ J1会 今 金 H l函 " 
佐々木 器 夫 曙 町 みかん 2函 H さ わ 部 出 八幡町 H l函 n 

石 弁 和 之 神串川県 H 1函 H 今 金 町 今 金 H l函 H 

今金ツバメ石油 大和町 M l函 M a出 戸 ず:n: 鈴 金 M liJj H 

イコ d ら 匝 地 町 デコレーションケー 外崎鮮~，底 旭 町 n l函 n 

占そ l函 " t器 悶 立 末広町 H l函 H 

フレンドショップ 今金婦人全 今 金 H l函 H 

ヒオキ λ幡町 " 3函 " {予 磁 フミエ 白 石 酒 1升 H 

小西豆腐商 本 町 りんこ l函 H 住 量挙 .¥ 司 東 町 N 1手十 H 

石川スポ - ''1 Jil1 本 町 みかん 1函 荒 弁 普 作 実在 昇 n "十 M 

" 2升 H 
靴甚 52個 金 丸 盟 轟 町 H 

〕6
 
1
 
〔

ご夫妻んさ

心痛むあまりに

栗山• • 
社会福祉協議会だより

• • 

個人名又li団体名 住所 寄贈内苔 都附先

111 宜 訂， λ幡町 みかん l函 光町里学園

フルヤ呉服庖 担 町 タ才ル 1201~ " 
日 四 勝 コ旬 江差町 H JO位 H 

北仰山小学校児童会 北格山町 文房具 123.'.!.~ 毛糸 17kg M 

医 名 M みかん5函清諒飲料水10函 n 

毛布loti ノ〈スタオル13位 H 

班 辺 勝 英 +事 丘 中古衣料 22占 " 
佐々木 絡1南 町 付 28点石けん'5個 n 

制 111 事 fd 【』 瀬棚町 石けん l函 " 
Ul 自耳 m {{~ 旭 町 ティyシュ 5回 H 

ql 靴 庖 地 町 ダ.ウンベスト 6 :.1i H 

竹 次 (量 即l函館市 タオル51tl 石けん 1~i H 

折 胤 百両 山 ノド 町 洗剤 15函 H 

下 問 {f: 1.1: 江差町 中古タオル顕52位石けん.0個 H 

タテダ住機 町葉町 コーヒーセ γ ト l函 H 

佐々木金物自 末広町 みかん l函 H 

干 k! カ ヨ小縛市 ，"ど 7 1函 H 

今 金 日 石 栄 町 みかん l函 " 
... 竹 ス ヨ鼎石町 " l函 n 

品 松 江差町 H l函 H 

山 附 ト ノ乙部町 仰 l函 " 
大 If 融 「しー 大庄町 みかん l函 11事 5個 H 

山 本 ノ、スノ 北倫山町 砂結 5kg n 

世 ホ y ナ 耳I 町 みかん l函 H 

犬 L涙 良 去 末広町 お菓子 Jl盛 " 
村 上 糊太郎 神 丘 サイダー I函 付

円ト d暴 7 エ 自 石 みかん l函 石けん l国 H 

金 似 竹次郎 iヱ 士口 缶ジュース 1函 H 

;uj 惜 み 小樽市 お菓子 l函 H 

且 111 留 千; 八雲町 " l函 M 

1* it 部 札脱市 1111 l函 H 

H 山 w 品E 日町出町 りんご l画 パナナ liJj " 
佐 ii 4下 子 車 町 アイスクリーム26国手曜相子ω領 N 

金 JL 拘置干 車 町 ケキ50個缶コーヒ l函 H 

村 雅 雄 瀬棚町 瀬槻町') l甚 M 

Ji'. 谷 。y ヤ N 岩のり l葺 n 

~t ハイヤー 今金町 みかん l函ウイスキ l本 H 

山 崎 ト メ L部町 ビール l函 H 

遣 M雌 さド 作 賄石町 間 J1十 H 

佐藤ふとん暗 日町出町 ビール 1函 H 

出 水 子 長万部町 ウイスキ 1 i百 H 

村 フ ミ大和 町 晒 20匠 糸 JO把 今金uクラブ
If ノ高英 町 H 2反 H 

山 下 レイ子 大和町 H 1& H 

111 y ヤ 国 最長 H 1& H 

今金.l!:人クラブ
今金町

おむつ作り ~ii仕 403位
H 

綿入部 243位分各人材料持寄

今金 t人クラブ 今金町 おむつ 403位 盟 舟 困

lE石鯛人会 lE 石 お菓子 50袋 n 

神丘婦人全 神 丘 おむつ帥消拭叫)
M 

いよかん I函

根本建設醐 今金町 俳雪作章奉仕 H 

中型老人クラブ 中 里 ￥10，000 M 

H H 市10，000 先的皇学園

大 古 啓太郎 昭和町 ￥ 5，000 H 

n H ￥ 5，000 小百合出n闘
E 名 ￥1.184 fイ"J・hナ品セポランンターテ

葬¢震三1
怠学・・・・・・する休み

中学生の也子， t.， t.うすぐ2年生。税 L'友だちも
できたようで、初日には}Jを入れている L、 f校生活
にすっかり iHけこんでいる一一ーとばカ白り思って レたあ
る円のニ t、担任の先生から...U: ~ fì カ Zかかってきた。

「お子きん、体のJ:l作でも悲いのですか。 このごみ

休みがちなのですが 」

「え っ ? そんなはずはありません。匂 H、行 って

ます 11o'. .... J 

r，‘ぇ.川 11t. -'111日も;q査には来ていません」

「 J 

レったい 明l'、つもの時I::J仁京をmてヵ・ら、Eこに
行っているのcみフ? おNさん1:Lては、びっ〈り
する1:1百Ii時に ifi:=iiL L 、イ')'!A.~ な気持ちに t らわれるで L

ょう。しかし.冷静な態度τぉ干さん UilL合ャ、 J 
校に行かなかった1'1[[11を聞きcして(1':さ t、。

.怠学は非行につながる

ql -:'(: ~Iー までの 円市牛出 lム家庭を p:~レた句 F校がす
べてとレって L叫、でLょう。勉強、ill:ぴ、スポーツ、
友だちl則係 書〈のことが下校とのかかわ り合レの

中て繰り広げられる これが中学生のFl1比です。「先
生が気に〈わない 勉強するのもイヤC. Lカiしγ校

は肝き fc'J 1:、 子jj¥たちはよく 言います。 このことか

ら も、中，、(: ~I~ に t 勺てザ校 l心、カ1 に大きなウエ トを

占めているカ白が、 よ〈分かります。 その喰Y自好Fきな i干f校砂

に

工怠t、γ，:は訓4行1につなカがtる、tいわれるのは、 f校にわ
かなレニ t自体がikのよ うな新たな1Ul題を牛みmして
い〈からです。 Mまし〈主い友だちとの交際が深まっ
てtぺ危険、 UJの低下.思春期に特有の珂恕 U¥WJ
な考ぇ }jtJf影をひそめ、向上，(.がな〈なって〈るなE
など。そのあげ( r勉強などして何になる.世の中、

カオ次第事 J な E と分カ白 っ たようなニ t を言い t~1Lて
事自己弁護'をするようになりがちです。つ まり、怠

F中の自分を *判定.. Lょう tする心が(的L、ているわ
けで、放ってお〈と、ますます深みにはまって Lまう。

-生活習慣のリズムを崩さないように

.t)e[出の決駿も 1センチのひび別れから始まるといわ

れます。芯干の場令も、理由はいろいろあるに Lろ判l
の 5分、 10分の遅剃が、そのうち 1時間!となり 2時UH
tなり、やがて行きづらくなってザ校からJ止が述のレ
てしまう というケースが事〈みられます。

..;.. t:.~んの " 泊料慣をきちんt守らせるこ t、i向ぇぱ、
最も重'lI'なζtの一つ 1:Lて、毎朝l決まった時間に学
校に送り出すことを心がりて〈ださい。たtぇ.お子
さんか勺 事11やかましい， Lつニ"， r渉相Jすぎる々と
言われてもです.

生前のリズム、特に ~JIのバターノを崩さないように
してい〈ことが ‘怠己主干防'の第一歩です。

[指渇)11税庁世田谷少年センター ーカウンセラ r:.j伝詐犬
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広報口口 おしらせ口口口広報口口 お Lらせ口口口広報口口 おしらせ口口口

~ I ・4月の休日当番医 I~ 
nl 7日 北柏山町国保病院 E④ 5 3 2 1 刊

己 14日 出llJ医院(今金 H②o3 2 4 ふ
廿 21日 平病院(北柏山) 宮③ 50 1 1 中

r 1 28日 平病院(北愉山 H③ 50 1 1 枯

J'I 29日 今金町国保病院 2② 0221 I ~ 

1トー……、住民の勤時…………1:
日| 五月末現在 12 
| 前月対比 1* 

~ I 人口 8，682 (+11) i 
!J~ 4.202 ( + 3 ) 

口 -I;J: 4.480 (+8) 

耳| 世相数 1595 (14) | t=-'lIKk '-， '--'J'--' ¥ . .... J 割

陣
。| 悶 おたんじようおめでとう | 
剖| 中出来何 1rJ30日(光弘長女)似 町 |民

民| 村瀬尖拙 2)-J 1日(重一 2女)八 束 |料

口| 松永悠佑 2月 2EI (政幸 2Y3) 八 束 1(;: 

口| 村瀬山紀 2)J 2日(広一 3女)八 束 |ピ

口| 柑lB J'~，也 2 月 6 日(泰 11;:] 民 9]) 稲松 |恒

喜| 坂上 必烈 2月11日 (忠議長女)揃工団地 |冨

蕗| 中凹久美(- 2月13日(洋二以女)御 影 | 
31 illl家町二 2)-J 13日 (久 2 ?n大和町 |恩

01 松田 111.松 2 rJ 14日(潤一郎民女)大和町 |純
明

作

.>J 

的

" E 
Z耳

ヨ戸時恒也 3JJ3B (随一 zヲJ)111 代 国
):¥11 日肝裕介 3 n 5日(1::f，.iJ 民児)1昭和町 h 
i 1 固 いつま でもお しあわせに 旧
31 谷尖汗犬(11 進)ニ凶航昨災(南 町) 旧
同| 架 111 恭 iりI(W IiI fl ~ 岩旺l 利(- (八 i陥町 1 Ò!i
[01 坪凶 勲(金原)~坪川広r-c金原) 同
| 天 i{i 杉制作l' 丘)~問林久美(-(八 束 1;:'
曙| 沖岳山弥(1軒 町)~庄司 lり l 夫( 1軒 町 IS
怯| 藤川やl'ー(ぷ広町Tlニ波辺山紀(-(末広町 脳

肝| 川叫(11 :1: IIIfl ~訓洋子(.1附山町) 伯
郡| 藤日I '~i ，;J (川 対 )~i則的(-(北川町) 出
。| 加藤 附(トマンケン)二川刷、り(札帆市) 隔
長| 圃おくやみもう しあげます 日
伝| 白紙ト キ 2)J 8日川市栄町 問
時| 北 一日1¥ 2月12日 71成緑町 市
町iuIlll 段平 2)114日 71政令l' 正 厄
巾| 北町f7ジエ 2月15日 70必八鈴 同
社| 三向山治 2 n 19日 74成 昭和J町 1..[' 
事| 波辺政州 2 )J 25日 601~民 間 ;;t~ 1....) 

ヰ| 笹原古一次郎 3月4日 83ほ紙町 川
~I 木fA 敏 3川 3日 82政日進 旧
e!:1 山U ヤエ 3n 8日 57此花石 旧

IJU勝正雄 3月15日 63此 存日 11 Il軍
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